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秋特集 長野県の未来を築く「人づくり」
NOW 阿部県政 ２期目 スタート！



「
確
か
な
暮
ら
し
」を
届
け
ま
す

阿
部
県
政 

２
期
目 

ス
タ
ー
ト！

9
月
1
日
、
8
月
の
県
知
事
選
挙

で
再
選
を
果
た
し
た
阿
部
守
一
知
事

が
、
県
庁
に
初
登
庁
し
、
阿
部
県
政

の
2
期
目
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

正
面
玄
関
前
で
出
迎
え
た
職
員
ら

５
０
０
人
を
前
に
阿
部
知
事
は
、
全
力

で
県
政
に
取
り
組
む
決
意
を
改
め
て
表

明
し
ま
し
た
。

　
昨
年
度
「
し
あ
わ
せ
信
州
創
造
プ

ラ
ン
（
長
野
県
総
合
５
か
年
計
画
）」

を
策
定
し
た
長
野
県
。
新
た
な
ス

タ
ー
ト
を
迎
え
、
プ
ラ
ン
に
掲
げ
る

「
確
か
な
暮
ら
し
が
営
ま
れ
る
美
し

い
信
州
」
の
実
現
に
向
か
っ
て
、
取

り
組
み
を
加
速
し
て
ま
い
り
ま
す
。

｢共感」と「対話」を大切に
このたび、多くの県民の皆さまのご支援をいただき、２期目の県政を

担わせていただくことになりました。ご期待に応えるべく、全力で、そし
て誠実に県政に取り組んでまいります。
　過日、「スタートダッシュ・アクション７」として、今、早急に実施する
施策を公表致しました。人口減少社会の諸問題に正面から向き合い、「確
かな暮らし」を実現していくことや、子育て支援の充実、在宅医療の推進、
観光の活性化、文化の振興など、長野県が直ちに取り組まなければいけ
ない施策を全庁を挙げて推進してまいります。
　今後とも、県民の皆さまの思いにしっかりと寄り添いながら、「共感」と

「対話」を大切にして、安心して暮らすことのできる長野県づくり、地域
や産業が元気で活力ある長野県づくりにまい進してまいります。
　引き続きのご協力を心からお願い申し上げます。

長野県知事

阿部 守一

生きがい健康県づくり
　県民総ぐるみによる健康づくり運動「信州ACE（エー
ス）プロジェクト」の推進や、地域包括ケア体制および在
宅医療提供体制の充実、障がい者の方々の就労機会の拡
大などを通じて、世界に
誇れる健康長寿県を将来
にわたって継承し、誰も
が健康で心豊かな人生
を安心して送ることがで
きる長野県を目指します。

環境・経済県づくり
成長期待分野への参入支援、農林業の６次産業化の

推進など、県民生活の支えとなる、力強く安定した経済
構造への転換を進めて
いきます。
　また、長野県の豊かな
資源を活用した地域主
導型の自然エネルギー
事業への支援や、自然環
境の保全にも努めます。

人口定着県づくり
理想の数の子どもを持てる社会を目指して、県と市町

村によるワーキンググループにおいて具体的な子育て
支援施策を検討する他、東京・銀座に開設する「銀座
NAGANO ～しあわせ信
州シェアスペース～」にお
ける移住・交流の情報の発
信など、さまざまな観点か
ら人が集う地域づくりを
進めていきます。

世界水準の山岳高原観光地づくりを推進します。また
「銀座NAGANO ～しあわせ信州シェアスペース～」を
活用して信州ブランドの
普及・定着を図ります。こ
れらの取り組みを通じて、
世界に誇るべき強みや価
値を活かし、多くの方に長
野県を訪れていただける
よう環境を整備します。

グローバル・観光県づくり

① 「人口定着・確かな暮らし実現会議」の設置
市町村や経済団体などの参画を得て、９月19日（金）に立ち上げ、人
口減少社会に対応。

② 「総合的な子育て支援戦略」の策定

市町村と協働し「総合的な子育て支援戦略」を年内に策定。

③ 「医療提供体制強化のための基金」の新設
訪問診療を担う医療機関を増やすなど、在宅医療の推進とマンパ
ワー確保の支援を実施。

④ 「総合教育会議」の早期設置

来年４月の法施行を待たずに年内に立ち上げ。

⑤ 「2015信州　発信事業」の展開
新幹線延伸、善光寺御開帳などが続くチャンスを最大限に生かすた
め、インバウンドを含む誘客促進策を９月補正予算で実施。

⑥ 「文化振興基金（仮称）」の新設

平成25年度の決算剰余金を活用して基金を新設し、文化芸術活動を支援。

⑦ 「移動知事室（仮称）」の実施

平成27年１月実施に向け、準備を開始（まずは上伊那地域から）。

今すぐ取り組む

７つのこと スタートダッシュ・アクション７
４年間 しっかり取り組む

５つのこと ５つの県づくり

人材教育県づくり
　「人」は地域の活動を生む源泉であり、教育や人材育成
は県づくりを支える礎です。

平成30年４月に開学予定の県立４年制大学の構想や、
「ICT教育」「外国語教育」の充実、地域に開かれた信頼さ
れる学校づくりを進める「信州型コミュニティスクー
ル」の実施など、誰もがその個性や能力を最大限伸ばす
ことができるよう、教育の充実・強化を図ります。

　表紙の写真は、長野県短期大学の学生、長野県短期大
学付属幼稚園の園児、長野県農業大学校の学生の皆さ
んの集合写真です。本誌の今回のテーマである「人づく
り」をイメージしています。

表 紙 の 写 真
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安
藤
国
威
氏
（
以
下
安
藤
氏
）　
少
子
化
に
な
れ

ば
な
る
ほ
ど
、
い
か
に
そ
の
地
域
に
魅
力
的

な
人
材
を
呼
び
込
め
る
か
が
重
要
で
す
。
魅

力
的
な
拠
点
づ
く
り
と
い
う
意
味
で
、
私
は

こ
の
少
子
化
の
時
代
に
こ
そ
大
学
が
果
た
す

役
割
は
大
き
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

犛
山
ア
ナ　
大
学
の
理
念
に
は
「
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
野
を
持
ち
、
地
域
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
起
こ
す
こ
と
の
で
き
る
人
材
の
育
成
」

と
あ
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
ど
う
い
っ
た
人

材
の
育
成
を
目
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

知
事　

 

今
、
長
野
県
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
長
野
県
に
は
い
ろ

い
ろ
な
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た
課

題
、
可
能
性
は
す
べ
て
、
世
界
と
つ
な
が
っ

て
い
る
ん
で
す
。
長
野
県
の
主
力
産
業
で
あ

る
製
造
業
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
業
、
農
業
や

林
業
、
ど
の
分
野
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
を

長
野
県
の
未
来
を
築
く「
人
づ
く
り
」

～
新
県
立
大
学
構
想
、長
野
県
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
～

　「人づくり」を大きな柱の一つに掲げて、スタートを切った第２期阿部県政。
その柱の中心となっているのが、平成30年の開学を目指す新県立４年制大学です。 
　県では、今年７月に新しい大学の理事長予定者を安

あん

藤
どう

国
くに

威
たけ

氏に、学長予定者
を金

きん

田
だ

一
いち

真
ま

澄
すみ

氏に決め、開学に向けた準備を本格的にスタートさせました。 
　風そよぐ９月の午後、このお二方と阿部知事が、新県立大学が目指す姿、さら
には長野県教育の振興について語り合いました。

安
あん

藤
どう

 国
くに

威
たけ

 氏
1942年愛知県生まれ。東京大学

卒業後、ソニー株式会社に入社。同
社にてパーソナルコンピューター

“VAIO”、携帯電話、デジタルカメラ
の開発・事業化を主導し、代表取締役
社長兼COOを務める。ソニー生命保
険株式会社名誉会長。新県立大学の
理事長に就任予定。

聞き手：
犛
うし

山
やま

 美
み

耶
や

子
こ

アナウンサー（信越放送（SBC）） 

※このインタビューは９月23日に信越放送（SBC）で
放送された番組「なるほどNAGANO」の採録です。

金
きん

田
だ

一
いち

 真
ま

澄
すみ

 氏
1949年東京都出身。文学博士。慶

應義塾大学において、ロシア語教育
を担当。9,000人に及ぶ同大の日吉
キャンパスのカリキュラム策定の責
任者やキャンパス全体の総責任者を
務める。慶應義塾大学名誉教授。新県
立大学の学長に就任予定。

犛
山
美
耶
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
（
以
下
犛
山
ア
ナ
）

　
ま
ず
は
、
長
野
県
に
お
け
る
高
等
教

育
の
現
状
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
県
内

大
学
入
学
者
数
を
県
内
の
18
歳
の
人
口

で
割
っ
た
大
学
収
容
力
で
は
、
長
野
県

は
昨
年
、
全
国
最
下
位
の
14
・
9
パ
ー

セ
ン
ト
で
し
た
。
阿
部
知
事
は
、
こ
の

現
状
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
す
か
。

阿
部
知
事
（
以
下
知
事
）　
「
教
育
県
」
と

言
わ
れ
て
き
た
長
野
県
に
と
っ
て
は
、

や
や
意
外
な
デ
ー
タ
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
が
現
実
で
す
。
さ
ら
に
、
長

野
県
の
人
口
全
体
を
年
齢
別
に
表
し
た

「
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
」
と
い
う
デ
ー
タ

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
デ
ー
タ
を
見
る
と
、

長
野
県
は
、
20
歳
前
後
の
世
代
の
人
口

が
極
端
に
少
な
い
と
い
う
状
況
で
す
。

つ
ま
り
、
高
校
を
卒
業
し
た
後
の
多
く

の
若
者
た
ち
が
、
県
外
に
出
て
い
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
こ
う
し
た
現
状
を
改
善
す
る
た
め
に
、

ま
ず
は
、
大
学
を
は
じ
め
と
し
た
高
等

教
育
を
し
っ
か
り
振
興
し
て
い
く
こ
と
、

そ
し
て
働
く
場
を
し
っ
か
り
つ
く
っ
て

い
く
こ
と
。
こ
う
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

こ
の
人
口
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
20
歳
前
後
の

く
び
れ
を
解
消
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
課
題
に
向
け
た
長
野

県
と
し
て
の
大
き
な
取
り
組
み
の
一
つ
が
、

ま
さ
に
新
県
立
大
学
の
構
想
で
す
。

特
集

　　総合マネジメント学部 （定員160人）
総合マネジメント学科

グローバルビジネスコース 公共経営コース

世界市場を視野に入れ、地
域の人と資源を生かして
事業を展開できるビジネ
ス・リーダーを育成する

グローバルな視野を持ち、
地域課題を解決する政策
立案や公共的なサービス
の担い手となることので
きる地域社会のリーダー
を育成する

　　健康発達学部 （定員80人）

こども学科
（定員40人）

健康文化学科 （定員40人）
健康社会コース 食健康コース

発達障がいへの支援、グ
ローバル社会に必要な教
育に関する知識を持ち、関
係者の協力関係を築いてい
くことができる保育･幼児
教育のリーダーを育成する

「健康文化」を世界に向け
て発信し、健康に関する商
品やサービスを開発でき
る人材、超高齢化社会に対
応した健康政策を立案で
きる人材を育成する

「地域の食育」のリーダー、
グローバルな視野で食ビ
ジネスが展開できる人材
を育成する

専
門
教
育

※名称はすべて仮称　定員は概数

持
た
ず
し
て
、
リ
ー
ダ
ー
に
は
な
れ
な
い
。

　
今
回
の
新
し
い
県
立
大
学
は
、ま
ず
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
を
し
っ
か
り
持
っ
た
人
材
を
つ

く
っ
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て

単
に
海
外
で
活
躍
す
る
と
い
う
意
味
だ
け
で

は
な
く
て
、
私
た
ち
が
暮
ら
す
長
野
県
を
よ

り
良
い
地
域
に
変
え
て
い
く
、
つ
ま
り
は
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
い
く
人
材
を
、

新
県
立
大
学
を
中
心
に
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
が
私
の
こ
の
大
学
に
懸
け
て
い
る
思
い

で
す
。

安
藤
氏　
私
は
長
く
製
造
業
に
携
わ
っ
て

き
ま
し
た
が
、
た
と
え
規
模
は
大
き
く
な
く

て
も
、
長
野
県
に
は
高
い
技
術
を
持
っ
た
企

業
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
優
れ
た
技

術
力
を
世
界
に
結
び
付
け
て
い
く
と
、
素
晴

ら
し
い
成
長
の
機
会
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す

ね
。
新
県
立
大
学
か
ら
新
し
い
リ
ー
ダ
ー
を

輩
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
う
い
う
潜
在

的
な
成
長
能
力
を
秘
め
た
企
業
と
大
学
が
一

緒
に
な
っ
て
連
携
し
、
世
界
市
場
と
直
接
結

ん
で
い
く
。
大
学
に
は
、
そ
う
い
っ
た
役
割

も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金
田
一
真
澄
氏
（
以
下
金
田
一
氏
）　
新
県
立
大

学
で
は
、
学
生
全
員
に
留
学
、
海
外
体
験
を

さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
異
文
化
社
会

に
触
れ
る
、
多
様
な
価
値
観
に
触
れ
る
こ
と

で
、
世
界
観
を
広
げ
ら
れ
る
よ
う
な
教
育
を

し
て
い
き
た
い
。
学
生
が
海
外
に
行
き
や
す

く
す
る
た
め
に
、
私
が
今
考
え
て
い
る
の
は

４
学
期
制
で
す
。
こ
れ
は
、
２
学
期
制
よ
り

も
融
通
が
利
く
の
で
、
例
え
ば
６
月
・
７
月

に
海
外
の
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
に
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
た
だ
そ
の
た
め
に
は
、
ツ
ー
ル

と
し
て
の
英
語
力
を
ど
う
学
生
に
身
に
付
け

さ
せ
る
か
、
今
思
案
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

一
年
生
は
全
寮
制
に
す
る
予
定
で
す
が
、
寮

に
は
留
学
生
も
い
る
の
で
、
生
活
の
中
で
コ

データで見る 新県立大学構想

（出典）平成22年　国勢調査（外国人を含む）

生
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年
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口
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岐阜
鹿児島
宮崎
秋田
岩手
佐賀
三重
和歌山
福島
長 野

全国平均
４９．９％に対して
長野県
１４．９％で
全国最低

（出典）平成25年度　学校基本調査

大学収容力 ＝ 県内大学入学者数／県内18歳人口

低い大学収容力

新県立大学ってどんな大学？
どんな学部を設置する予定なの？

グローバルな視野を持ち、イノベーションを創出できる人材の育成
を目指して、２学部３学科で構成する予定です。

Q.
A. 

こ
の
く
び
れ
の
解
消

が
喫
緊
の
課
題
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新しい県立大学では、実践的対話力の育成や、異文化体験による視野の拡大を目指して
海外プログラムを学生全員が履修する他、留学生を積極的に受け入れます。
　また、教育的機能を備えた学寮を設置し、原則として１年次は全学生が入寮して人間関
係形成力の育成や学習の動機付けを行います。

新県立大学ってどんな大学？
新県立大学と他の大学との違いは？

「海外プログラム」の履修と
「全寮制」が特徴です。

Q.
A. 

特
集
長
野
県
の
未
来
を
築
く「
人
づ
く
り
」
～
新
県
立
大
学
構
想
、
長
野
県
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
～

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
こ
と
も
、
実
践
的
な

英
会
話
の
勉
強
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い

ま
す
。

安
藤
氏　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す
た
め
に

は
、
多
様
な
価
値
観
を
持
っ
た
人
た
ち
と
の
交
流

が
と
て
も
重
要
で
す
。
海
外
の
大
学
で
は
、
外
国

の
学
生
を
積
極
的
に
呼
び
込
ん
で
、
自
由
に
意
見

を
戦
わ
せ
る
。
そ
こ
か
ら
新
し
い
ア
イ
デ
ア
が
出

て
き
て
、
そ
れ
が
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
の
問
題
を
解

決
す
る
糸
口
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。

金
田
一
氏　
「
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
す
る
こ
と

が
、
今
の
日
本
の
学
生
に
欠
け
て
い
る
部
分
だ
と

思
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
単
に
自
分

を
主
張
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て
、
相
手
の

意
見
を
理
解
し
、
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
能
力
が
必
要
と
さ
れ
る
ん
で
す
ね
。

私
は
教
員
に
よ
る
一
方
通
行
の
授
業
を
90

分
間
や
る
の
で
は
な
く
、
途
中
か
ら
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
入
れ
る
「
ア
ク
テ
ィ
ブ

ラ
ー
ニ
ン
グ
」
と
い
う
形
を
導
入
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
通
じ
て
、
学
生
が
主
体
的
に
学
び
、
周

辺
の
学
問
に
も
興
味
を
広
げ
て
い
く
。
こ

れ
が
本
当
の
教
養
教
育
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

安
藤
氏　
今
、
新
興
国
の
企
業
が
ど
ん
ど

ん
力
を
付
け
て
き
て
い
ま
す
。
対
等
に

戦
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
世
界
の
市
場
に

向
け
て
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く

人
材
が
必
要
で
す
。
一
方
で
企
業
は
、
か

つ
て
の
よ
う
に
大
学
を
出
て
か
ら
10
年
20

年
も
の
間
、
人
材
を
育
成
し
て
い
く
余
裕

が
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

新
県
立
大
学
で
は
、
企
業
で
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
海
外
と
の
交
流
・
留
学

を
通
じ
て
、
卒
業
後
に
即
戦
力
と
し
て
企

業
で
十
分
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
輩
出
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知
事　
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
中
で
、
短
期
的
な
利
益

を
求
め
る
企
業
が
世
界
的
に
も
多
く
な
っ
て
い
ま

す
が
、
長
野
県
の
多
く
の
企
業
は
、
地
域
や
従
業

員
の
幸
せ
を
し
っ
か
り
考
え
て
い
ま
す
。
そ
う
し

た
強
い
倫
理
観
を
持
っ
た
企
業
経
営
者
の
皆
さ
ん

も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
こ
れ
も
長
野
県
の

強
み
で
す
。そ
の
倫
理
観
を
大
学
教
育
の
中
で
し
っ

か
り
と
学
生
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

さ
ら
に
学
生
の
持
つ
可
能
性
を
世
界
へ
と
広
げ
て

い
く
と
い
う
こ
と
も
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

金
田
一
氏　
「
健
康
長
寿
日
本
一
」
と
い
う
の
も
、

長
野
県
の
強
み
で
す
ね
。
新
県
立
大
学
で
長
野
県

の
健
康
文
化
に
つ
い
て
の
授
業
を
す
れ
ば
、
き
っ

と
全
国
か
ら
多
く
の
人
た
ち
が
集
ま
っ
て
く
る
の

で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
私
は
小
さ
な
頃
か
ら
長
野
県
に
魅
力
を
感
じ
て

1,200

1,000

800

600

400

200

50年 56年 62年 5年
HS

11年 17年 23年

42ヵ国に
1,105
事業所
（H24）

長野県企業の海外
進出が伸び続けて
いる今、グローバル
市場で活躍する人
材の育成は急務。

（出典）長野県関係製造業企業の海外進出状況調査結果
         （平成25年12月　県産業政策課調べ）

い
ま
し
た
。
東
京
の
人
か
ら
見
る
と
、

長
野
県
は
憧
れ
の
地
な
ん
で
す
よ
。

美
術
館
や
博
物
館
も
大
変
多
い
と
聞

い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
文
化
的
な

香
り
が
高
い
面
や
、
食
文
化
も
前
面

に
出
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

知
事　
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
の
中

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
も

長
野
県
の
強
み
で
す
。長
野
県
は「
森

の
よ
う
ち
え
ん
」
と
い
う
、
自
然
の

中
で
子
ど
も
た
ち
を
育
て
よ
う
と
い

う
活
動
も
非
常
に
活
発
で
す
の
で
、

そ
う
し
た
こ
と
に
携
わ
る
こ
と
が
で

き
る
人
材
育
成
も
重
要
で
す
。
そ
し
て
今
、
発
達

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
自
立
を
目
指
す
中

で
、
専
門
性
を
持
っ
て
子
ど
も
た
ち
に
向
き
合
う

こ
と
が
で
き
る
人
づ
く
り
も
進
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

犛
山
ア
ナ　
北
陸
新
幹
線
の
延
伸
な
ど
で
、
高
校

卒
業
後
の
選
択
肢
は
、
長
野
県
外
に
も
ど
ん
ど
ん

増
え
て
い
ま
す
。
そ
の
現
状
に
対
し
て
は
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
で
す
か
。

知
事　

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
は
、
選
択
肢
が
多

い
こ
と
は
、
大
変
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
の

上
で
新
県
立
大
学
だ
け
で
は
な
く
て
、
長
野
県
内

の
大
学
に
県
外
か
ら
も
大
勢
の
皆
さ
ん
に
学
び
に

来
て
も
ら
い
た
い
。
今
私
立
大
学
や
信
州
大
学
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
県
内
の
高
等
教
育
の
振
興
の

た
め
に
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
長
野
県
の
大
学
は
、
地
域
貢
献
に
熱
心

で
す
。
大
学
と
地
域
が
連
携
し
て
取
り
組
む
事
業

に
対
し
て
、
県
と
し
て
も
し
っ
か
り
応
援
し
て
い

く
仕
組
み
も
具
体
化
し
ま
し
た
。

　
高
等
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
緒
に
就
い
た

ば
か
り
で
す
が
、
県
内
大
学
の
皆
さ
ま
方
の
ご
意

見
を
お
聞
き
し
な
が
ら
、
一
緒
に
な
っ
て
県
内
の

長
野
県
の
魅
力
を

前
面
に
出
せ
ば
、

全
国
か
ら
学
生
が
集
ま
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
金
田
一氏
）

少
子
化
の
時
代
に
こ
そ

大
学
が
果
た
す
役
割
は

大
き
い
。　
　
（
安
藤
氏
）

データで見る 新県立大学構想

■ 製造業企業の海外進出事業所数（長野県）

進む！長野県企業の
海外進出

平
均
寿
命

男性
80.88年
（全国 79.59年）

女性
87.18年
（全国 86.35年）

男性は平成2年（1990年）から５回連続の1位。女性は
初めての1位。同じ都道府県が男性と女性ともに１位に
なるのは、昭和60年（1985年）の沖縄県以来です。

（出典）平成22年　厚生労働省「都道府県別生命表」

平均寿命 日本一
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ま
す
け
れ
ど
も
、
ぜ
ひ
長
野
県
に
あ
る
各
大
学
の

学
長
と
手
を
結
ん
で
、
長
野
県
の
高
等
教
育
の
振

興
の
た
め
に
一
緒
に
汗
を
流
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

安
藤
氏　
日
本
は
今
大
き
な
変
化
の
と
き
に
差
し

掛
か
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
て
い

る
の
は
、グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
い
っ
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
進
化
で
す
。

そ
れ
に
伴
っ
て
、
大
学
の
役
割
も
大
き
く
変
化
し

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
新
県
立
大
学
が
、

こ
れ
か
ら
将
来
の
長
野
県
に
ど
う
い
う
貢
献
が
で

き
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

　
新
し
い
産
学
官
の
連
携
の
中
で
、
新
県
立
大
学

が
コ
ア
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
も

貢
献
で
き
る
は
ず
で
す
。

そ
れ
を
実
現
し
て
い
く
過

程
の
中
で
、
皆
さ
ん
の
温

か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

金
田
一
氏　
新
県
立
大
学

で
は
、
質
の
高
い
、
し
か

も
他
の
大
学
に
な
い
よ
う

な
ち
ょ
っ
と
厳
し
い
教
育

を
し
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
も
日
本
の
大

学
は
、
入
っ
て
し
ま
う
と

遊
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が

多
い
ん
で
す
ね
。
そ
う
で

は
な
く
、
入
っ
た
ら
土
日

は
予
習
を
し
な
い
と
間
に
合
わ
な
い
と
い
う
よ
う

な
、
そ
ん
な
大
学
が
あ
っ
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
で
大
き
な
夢
を
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い

る
よ
う
な
人
、
自
分
が
今
住
ん
で
い
る
地
域
の
素

晴
ら
し
さ
を
世
界
に
向
け
て
発
信
し
た
い
と
思
っ

て
い
る
人
は
、
ぜ
ひ
４
年
後
、
こ
の
大
学
に
来
て

く
だ
さ
い
。
待
っ
て
い
ま
す
。

知
事　

安
藤
さ
ん
、
金
田
一
さ
ん
が
熱
い
思
い
を

持
っ
て
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
う
こ
と
で
、

私
自
身
も
こ
の
大
学
に
大
い
に
期
待
を
し
て
い
ま
す
。

　
20
年
後
、
50
年
後
、
あ
る
い
は
１
０
０
年
後
、

県
民
の
皆
さ
ま
方
か
ら
、「
あ
の
と
き
県
立
大
学

を
つ
く
っ
て
良
か
っ
た
な
。」
と
思
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
私
も
し
っ
か
り
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

１００年後、県民の皆さんに
「つくって良かった。」と思っていただける
大学にしたい。 （阿部知事）

キーワードで紹介！「人づくり」の取り組み 学
び
の
場
の
活
性
化
に
こ
れ
か
ら
も
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

安
藤
氏　
新
県
立
大
学
だ
け
が
ど
ん
な
に
頑
張
っ

て
も
当
然
限
界
が
あ
り
ま
す
。
長
野
県
全
体
の
教

育
を
振
興
し
て
い
く
た
め
に
、
長
野
県
の
他
の
大

学
と
協
力
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
作
り
な
が
ら
、

一
緒
に
な
っ
て
長
野
県
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
大
学
で
す
か
ら
同
じ
よ
う
な
学
部
が
あ
る
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
が
独

自
の
校
風
や
文
化
を
持
っ
て
、
そ
の
特
長
を
生
か

し
て
い
く
よ
う
な
形
に
そ
れ
ぞ
れ
進
ん
で
い
く
べ

き
で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
の
大
学

と
も
Ｗ
ｉ
ｎ
︱
Ｗ
ｉ
ｎ
の
関
係
を
構
築
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
他
大
学
と
の
協
力

関
係
を
作
っ
て
い
け
る
こ

と
を
大
い
に
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

金
田
一
氏　
先
日
、
県
内

の
い
く
つ
か
の
大
学
を
回

り
、
学
長
の
方
々
の
話
を

聞
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ど
な
た
も
教
育
に
つ
い
て

の
強
い
思
い
、
そ
し
て
地

域
貢
献
に
つ
い
て
の
信
念

を
本
当
に
熱
心
に
語
っ
て

く
れ
て
、
大
変
感
銘
致
し

ま
し
た
。

　
私
も
新
参
者
で
は
あ
り

社会がますます複雑多様化する中で、学校や子どもを取
り巻くさまざまな課題を解決するためには、学校、家庭、地域
が連携・協力して子どもを育むことが重要です。 
　県では、保護者や地域住民の皆さんを構成メンバーとす
る運営委員会が「学校運営参画」「学校支援」「学校評価」の
３つの観点から学校の教育活動を支援する仕組みを「信州
型コミュニティスクール」として構築。

平成29年度
までにすべての
小・中学校での
実施を目指して
います。 

キーワード

信州型コミュニティスクール
「県内すべての子どもたちが心身ともに健やかに成長で

きるよう、信州の豊かな自然環境の中で幼児期からさまざ
まな体験が得られる環境づくりを進めたい。そんな思いを

「信州型自然保育」と位置付け、先進的な体験活動に積極
的に取り組んでいる保育園、幼稚園、野外保育団体等の実
践内容を県内外に広く発信するための「信州型自然保育認
定・登録制度」を全国で初めてスタートします。

キーワード

信州型自然保育

６次産業化の取り組みなど、さまざまな変革の流れの中
で、これからの農業経営者に必要な力は「経営力」。長野市
にある長野県農業大学校では、今年４月から「実践経営者
コース」を設置しました。
　このコースでは、
延べ90日間の農家
への泊まりこみ実習
や、一定規模の販売、
収支分析など、およ
そ１年間にわたる実
践的な模擬経営を
通して、経営センス
や専門的知識・技術について、実践を通じて習得します。

キーワード

実践経営者コース

トピック：長野県農業大学校の学生募集が始まります！
○総合農学科（実践経営者以外のコース）及び実科・研究科
　（推薦入学試験）
○総合農学科（実践経営者コース）（一般入学試験） 
　願書受付開始：10/17（金）～

ものづくりに対する高い技術力を誇る長野県。今後も、
ものづくり産業の競争力を維持・発展させていくためには、
継続的な人材育成
が不可欠です。
　その中で、これ
まで大きな役割を
担ってきたのが、長
野県工科短期大学
校（上田市）。高い就
職率（開校以来の就
職 率 は98.8 ％）を
維持している同校
ですが、一方で入
校生、就職先とも
に東北信に偏っている傾向にありました。高度な技術・技
能を持った人材を県内全域に継続的に輩出するための拠
点として、平成28年４月に、長野県南信工科短期大学校を
開校します。

キーワード

南信工科短期大学校

特別支援教育の充実を図るため、特別支援学校の自立活動担
当教員を平成29年度までに80人増員します。自立活動担当教員
は、校内の児童・生徒に対し、それぞれの障がいの状態や発達段階
に応じた専門的な指導を行うと共に、地域の小・中学校等へ巡回し、

特別な教育的ニーズのある児童・生徒への支援に係るきめ細やかな助言を行います。
また、LD（学習障がい）の児童などにきめ細やかな指導を行うために、通級指導（※）教室も増設していきます。

※通級指導とは：通常の学級に在籍し、各教科等の指導は主として通常の学級で行いつつ、個々の障がいの状態に応じた特別の指導
を行う教育形態のこと。

キーワード

自立活動担当教員

特
集
長
野
県
の
未
来
を
築
く「
人
づ
く
り
」
～
新
県
立
大
学
構
想
、
長
野
県
教
育
の
振
興
に
つ
い
て
～
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▲熱気に包まれた「第２回信州若者1000人会議」

も
東
信
、
中
信
、
南
信
へ
と
拡
大
し
、
県
全

体
を
盛
り
上
げ
た
い
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
発

信
し
た
情
報
に
触
れ
た
学
生
が
興
味
を
持
ち
、

さ
ら
に
仲
間
の
輪
が
広
が
れ
ば
と
期
待
を
膨

ら
ま
せ
て
い
ま
す
。

「
信
州
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
に
特
色
や
持
ち
味
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
を
生

か
す
活
動
を
し
て
い
る
人

た
ち
の
接
点
を
目
指
し
て

い
ま
す
。」
と
代
表
の
横

森
さ
ん
は
語
り
ま
す
。「
信

濃
の
国
に
歌
わ
れ
て
い
る

よ
う
な
長
野
県
の
魅
力

を
自
分
た
ち
が
楽
し
み
な

が
ら
発
信
し
て
い
き
た
い
。」
と
も
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
信
州
は
、
世
代
を
超
え
て

人
と
人
と
を
結
び
付
け
、
地
域
の
魅
力
を
見

つ
け
て
発
信
す
る
活
動
を
通
し
て
地
域
と
の

関
わ
り
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

号
の
発
行
に
向
け
て
準
備
中
で
す
。

そ
の
他
、「
第
2
回
信
州
若
者
１
０
０
０

人
会
議
」
で
学
生
プ
レ
ゼ
ン
タ
ー
か
ら
発
表

さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
例
え
ば
「
大
学
生
が

先
生
に
な
って
高
校
生
を
教
え
る
“
ブ
リ
ッ
ジ

ス
ク
ー
ル
”
を
開
催
す
る
」
と
いっ
た
取
り
組

み
も
着
々
と
進
行
中
で
す
。

故
郷
の
た
め
に
何
か
し
た
い
と
考
え
、
参

加
し
た
学
生
リ
ー
ダ
ー
の
平
田
さ
ん
。「
若
い

人
が
集
ま
っ
て
く
る
活
気
あ
る
長
野
県
に
し

た
い
。」
と
将
来
を
思
い
描
き
、「
学
生
が
動

く
こ
と
で
学
生
が
注
目
し
て
く
れ
る
。」
と
活

動
に
打
ち
込
み
ま
す
。そ
し
て「
社
会
人
に
な
っ

て
も
地
域
と
つ
な
が
って
い
き
た
い
。」
と
語
り

ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
が
築
い
た
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
後
輩
に
も
引
き
継
ぎ
、
大
人
か
ら

若
者
へ
の
支
援
の
流
れ
が
続
く
こ
と
を
目
指

し
て
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
信
州
は
、

昨
年
行
わ
れ
た
長
野
市
長

選
挙
を
き
っ
か
け
に
設
立

さ
れ
た
団
体
で
す
。
最
初

に
企
画
し
た
の
は
、
政
治

や
選
挙
に
無
関
心
と
い
わ
れ
る
若
者
に
向
け

た
候
補
者
に
よ
る
公
開
討
論
会
。
こ
の
活
動

の
反
省
会
で
、“
普
段
の
学
生
生
活
を
し
て
い

る
と
地
域
と
の
関
わ
り
を
持
つ
チ
ャ
ン
ス
が
な

い
。”
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。
も
っ
と
地

域
社
会
に
目
を
向
け
よ
う
︱
そ
ん
な
思
い
を

共
に
し
て
立
ち
上
が
っ
た
彼
ら
の
活
動
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

活
動
の
基
本
に
あ
る
の
は
“
自
分
た
ち
の

街
や
地
域
に
つ
い
て
考
え
て
い
こ
う
。”
と
い

う
意
識
。
現
在
の
活
動
の
中
心
は
、Table

（
テ
ー
ブ
ル
）
＝
若
者
と
社
会
を
つ
な
ぐ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
とTrip

（
ト
リ
ッ
プ
）
＝
遊

ん
で
地
元
貢
献
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

二つ
で
す
。Table

は
、月
1
回
の
ペ
ー

ス
で
開
催
す
る
、
世
代
や
立
場
を
超

え
た
社
交
の
場
。
グ
ル
ー
プ
対
話
な

「
信
州
の
若
者
が
、
信
州
に
つ
い
て
語
り
合

う
」
場
と
し
て
、
昨
年
6
月
、
東
京
・
渋
谷

で
初
め
て
の「
信
州
若
者
１
０
０
０
人
会
議
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。「
生
ま
れ
育
っ
た
信
州

の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
」
を
熱
く
語
る
若

者
た
ち
。
そ
の
1
カ
月
後
、一
般
社
団
法
人

を
立
ち
上
げ
継
続
的
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。

ど
を
通
し
て
地
域
に
暮
ら
す

人
た
ち
の
価
値
観
や
考
え
方

な
ど
を
共
有
す
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。ま
た
、Trip

で
は
、街
歩

き
ツ
ア
ー
な
ど
を
企
画
。自
分

た
ち
の
目
線
で
魅
力
的
と
感

じ
た
人
や
場
所
を
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
に
ま
と
め
て
発
行

し
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ

ル・ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー

ビ
ス
）
で
発
信
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
信
州
で
は
新
た
な

取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
地

域
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
長
野
県
の
魅
力
を
発

信
し
て
い
く
こ
と
。
若
者
の
目
線
で
発
掘
し

た
魅
力
的
な
人
や
場
所
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

動
画
サ
イ
ト
を
使
っ
て
紹
介
し
て
い
く
予
定

で
す
。
地
元
の
方
や
他
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
さ
ら
に
は

行
政
と
の
協
働
も
視
野
に
入
れ
た
活
動
と
す

る
べ
く
、
メ
ン
バ
ー
は
今
日
も
地
域
に
飛
び
込

ん
で
い
ま
す
。

活
動
の
幅
を
広
げ
つ
つ
、
活
動
す
る
地
域

活
動
の
コ
ン
セ
プ
ト
はCO

M
E BACK 

SALM
O

N

（
カ
ム
バ
ッ
ク 

サ
ー
モ
ン
）。
今

は
東
京
で
暮
ら
す
若
者
も
、
い
つ
か
信
州
に

戻
っ
て
き
て
活
躍
し
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が

込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

信
州
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、

若
者
だ
か
ら
で
き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
。
現

在
、
会
で
は
4
つ
の
課
題
に
向
き
合
う
学
生

チ
ー
ム
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

大
学
生
が
売
り
子
と
な
っ
て
東
京
で
県
産

農
産
物
を
販
売
す
る
《
産
品
販
売
》“
信
州

ず
く
の
市
”
で
は
、
単
に
モ
ノ
を
売
る
だ
け
で

は
な
く
、
事
前
に
産
地
を
自
分
た
ち
の
目
で

確
か
め
、
生
産
者
の
声
と
一
緒
に
農
産
物
を

届
け
ま
す
。

《
経
営
者
に
会
う
》
の
は
信
州
の
企
業
を

知
る
機
会
を
作
る
た
め
。
地
元
企
業
の
経
営

者
と
食
事
を
し
な
が
ら
話
を
聞
く
“
信
州
社

長
食
堂
”
や
、
県
内
企
業
の
若
手
社
員
な
ど

に
話
を
聞
き
に
行
く
“
就
コ
ン
”
を
通
じ
、

信
州
で
働
く
こ
と
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

《
後
輩
支
援
》
で
は
高
校
生
と
の
出
会
い

の
場
を
作
り
、
進
路
の
こ
と
、
将
来
の
こ
と

な
ど
を
気
軽
に
語
り
合
い
ま
す
。

会
員
向
け
に
情
報
を
発
信
す
る
《
会
報
誌

作
成
》
は
、
地
元
企
業
で
働
く
人
や
Ｕ
タ
ー

ン
し
た
先
輩
の
声
な
ど
を
集
め
、
現
在
第
2

若
者
な
ら
で
は
の
発
信
を

大
人
か
ら
若
者
へ

若
者
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

▲Tripで作成したフリーペーパー

▲Tableは世代を超えた共感の場

▲今年4月に発行された会報誌
『SALMON1000』第１号

特定非営利活動法人プロジェクト信州
代表

横
よこ

森
もり

 大
だい

地
ち

さん
“週末ヒロイン”がいる時代だから“週末
信州人”がいてもいいと思います。拠点が
東京に移っても、週末は長野に帰ってき
て、魅力的な人や場所、ものなど“ナマ”の
信州に触れていきたいです。

第2回信州若者1000人会議
学生実行チーム学生リーダー

平
ひら

田
た

 彩
あや

菜
な

さん
友人のフェイスブックで団体のこと
を知りました。同世代の人が自発的
に活動しているのが面白そうで参加
したのですが、地元との関わりを考
えるよいきっかけになりました。

地
域
に
し
っ
か
り
根
を
張
っ
て

平成25年6月の「信州若者1000人会議」の開催をきっかけ
に、同年7月に一般社団法人設立。

在京の長野県出身学生を中心に、18 ～29歳の若者会員と
30歳以上の大人会員からなる。現在会員は約600人。

一般社団法人信州若者1000人会議

■信州上田オフィス　TEL：0268-75-7644
■渋谷ブランチ　TEL:03-6427-1772
URL：https://www.shinshu1000.jp

■フェイスブックページ : https://www.facebook.com/Project.Shinshu
■mail : projectshinshu2014@yahoo.co.jp

平成25年９月、信州大学や県短期大学などの学生と県外に
いる長野県出身の学生で設立。平成26年3月に特定非営利活
動法人に移行。

現在会員は約60人。

特定非営利活動法人 プロジェクト信州

特
定
非
営
利
活
動
法
人 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
信
州 

［
長
野
市
］

一般社団法人 信州若者1000人会議 ［上田市］
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開会式で書道パフォーマンスを披露する松本蟻ヶ崎高校の生徒たち

「信州 山の達人」発表の様子

オトメ☆コーポレーションの取り組みは10月11日（土）に岡谷市のカノラ
ホールで開催する「信州山岳環境魅力発信フォーラム」で発表予定

フォト
ながのけん

2014.06 ▼08

「信州 山の日」制定を機に、県では「信州の山」の魅力を発信するため、さまざ
まな取り組みを実施しています。

初めての「信州 山の日」となった７月27日には制定記念イベントを開催。山
に関するキラリと光る活動をしている「信州 山の達人」の発表や、C.W.ニコル
氏らによるリレートークなどが行われました。

さらにこの日、「しあわせ信州応援アイドル」のオトメ☆コーポレーションの
皆さんが「信州 山ガールになります！」と宣言。登山や森林整備などに現在も
チャレンジ中です。

県では、今後も「信州の山」の素晴らしさや大切さを伝えることで、将来にわ
たって「山の恵み」を持続的に享受できるよう取り組んでまいります。

「信州 山の日」制定。山の魅力を広く発信

７月11日、しなの鉄道に観光列車「ろくもん」がデビューしました。
「ろくもん」の内装には、１号車にカラマツ、２号車にスギ、３号車にヒノキと、長

野県産材をふんだんに使用。地元の食材を活かした食事が付くプランもあります。
　沿線地域を代表する戦国武将「真田氏」をイメージした赤い外観が印象的。
デザインを担当したのは、九州内を走る豪華寝台列車「ななつ星in九州」も手掛
けた水

み

戸
と

岡
おか

鋭
えい

治
じ

氏です。
　「ろくもん」は金・土・日や祝日などに運行予定。秋の信濃路を行く“走る観光
名所”に期待が高まります。

しなの鉄道の観光列車「ろくもん」デビュー！

運航が休止されていた松本－大阪（伊丹）便が８月１日からの１か月間、
季節運航便として復活しました。この路線は、平成６年の信州まつもと空
港のジェット化以降、平成22年５月までの16年間、毎日運航していたもの。
　県民の皆さまの熱意もあって、90.1パーセントという高い利用率を残し
ました。

県では、この実績を力に、運航期間の拡大、通年運航の実現に向けて、さ
らに取り組んでまいります。

この夏、信州まつもと空港に
大阪便が復活

６月21・22日、長野市のエムウェーブで「食育推進全国大会～
しあわせ信州食育フェスタ2014 ～」が開催されました。大会で
は、食育に取り組んでいる団体や企業など196団体による163
のブース出展や、シンポジウム・講演会など、さまざまなイベン
トが行われました。試食や体験を通じて楽しみながら食育を
体感できるとあって、２日間で県内外から２万７千人を超える
方々が訪れ、多くの人でにぎわいました。

食育推進全国大会
～しあわせ信州食育フェスタ2014～を開催

７月９日、台風第８号に伴う大雨により、長野県
内において土砂流出による交通障害や降ひょうに
よる農作物被害など大きな被害が生じました。中で
も木曽郡南木曽町では大規模な土石流災害が発生
し、尊い人命が失われ、多くの住宅が全壊しました。
　県では「災害対策本部」を設置して、災害対応を行
うと共に速やかに南木曽町に対して災害救助法を
適用しました。
　被災地の一刻も早い復興に向けて、これからも全
力で取り組んでまいります。

台風第8号に伴う大雨により
南木曽町で大規模土石流災害が発生

「河川砂防情報ステーション」の「防災情報メールサービス」にぜひ登録してください。
● 大雨、洪水、大雪に関する警報・注意報　　● 土砂災害警戒情報　　● 地震（震度４以上）
　上記の情報が発表された際に、登録メールアドレスへメールが配信されます。配信対象情報、
対象区域（全県、広域、市町村）の選択が可能です。利用料は無料ですが、通信料の負担が必要です。
　長野県防災情報メールサービスへの登録を希望される方は、下記のメールアドレスへ空メー
ルを送信してください。
メールアドレス　entry@mail.sabo-nagano.jp 
お問い合わせ  県庁砂防課　☎︎026-235-7316

もしもの災害時のために…

「信州登山案内人と行く親子登山」の様子

信州まつもと空港利用促進協議会提供
信州まつもと空港写真コンクール入賞作品

こちらからもメールア
ドレスが読み取れます。

県からのお知らせ、イベント情報は県ホームページの「情報掲示板」をチェックしてください！
左からもアクセスできます。
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「
真
の
自
立
」に
向
け
て 

～
長
野
翔
和
学
園
～

幼
い
頃
の
夢
を
か
な
え
て
、
い
よ
い
よ
宇
宙
へ
。

宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
宇
宙

飛
行
士
の
油
井
亀
美
也
さ
ん
は
、
日
本
で
５
人
目

の
Ｉ
Ｓ
Ｓ（
※
）
の
長
期
滞
在
搭
乗
メ
ン
バ
ー
。
来
年

６
月
ご
ろ
に
地
球
を
飛
び
立
ち
、
約
半
年
に
わ
た

り
科
学
実
験
や
天
体
観
測
の
任
務
に
挑
み
ま
す
。

現
在
は
ア
メ
リ
カ
や
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
世
界
各
地
で
、

打
ち
上
げ
時
や
宇
宙
と
い
う
特
別
な
環
境
に
対
応

す
る
訓
練
に
励
む
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、
Ｉ
Ｓ
Ｓ
「
き
ぼ
う
」
日
本
実
験
棟

の
運
用
訓
練
の
た
め
久
し
ぶ
り
に
帰
国
。
県
庁
を

訪
れ
た
油
井
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Ｉ
Ｓ
Ｓ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
迫
る
に
つ
れ
て
、
楽
し
み

と
と
も
に
皆
さ
ん
の
期
待
の
高
ま
り
を
感
じ
て
い
ま

す
。
本
当
に
こ
れ
で
大
丈
夫
か
な
、
仕
事
が
しっ
か

り
で
き
る
か
な
、
と
い
う
よ
う
な
不
安
も
出
て
き
ま

す
ね
。
で
も
、
結
局
不
安
を
払ふ

っ
し
ょ
く拭

す
る
の
は
自
分

の
努
力
だ
け
。
こ
こ
ま
で
や
っ
た
ん
だ
か
ら
あ
と
は

大
丈
夫
と
自
分
が
納
得
で
き
る
ま
で
努
力
を
し
て
、

そ
の
時
に
な
っ
た
ら
自
分
を
信
じ
て
や
る
し
か
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
訓
練
や
試
験
は
厳
し
い
で
す
が
、

こ
れ
ら
を
パ
ス
す
る
こ
と
で
、
自
信
を
付
け
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
す
。

打
ち
上
げ
ま
で
の
約

９
か
月
と
い
う
時
間
は

短
い
と
感
じ
ま
す
ね
。

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ

て
し
ま
う
一
方
で
、
や

ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

こ
と
は
た
く
さ
ん
あ
る

の
で
、
そ
れ
を一つ
ひ
と

つ
ク
リ
ア
し
て
、
打
ち

上
げ
に
備
え
る
と
い
う

感
じ
で
す
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
川
上
村
は
星
空
が
き
れ
い

で
、
子
ど
も
の
頃
に
見
上
げ
た
そ
の
感
動
が
、
私

を
宇
宙
の
虜と

り
こに

し
ま
し
た
。
そ
の
時
に
幸
運
に
も

星
に
関
連
す
る
本
や
天
体
望
遠
鏡
を
買
っ
て
も
ら

え
た
こ
と
で
、
将
来
は
宇
宙
飛
行
士
か
天
文
学
者

に
な
る
と
い
う
夢
が
さ
ら
に
膨
ら
み
ま
し
た
。

天
体
観
測
を
す
る
た
め
に
夜
に
な
る
と
父
に
頼

ん
で
、
ト
ラ
ッ
ク
で
畑
に
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
父
や
母
が
レ
タ
ス
の
収
穫
作
業
を
始
め
る

深
夜
ま
で
、
３
～
４
時
間
く
ら
い
夜
空
を
観
測
し

て
い
ま
し
た
ね
。
信
州
の
自
然
が
な
け
れ
ば
星
に
も

興
味
を
持
た
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

子
ど
も
の
こ
ろ
は
、
釣
り
に
行
っ
た
り
、
山
の
中

を
歩
い
て
石
を
拾
っ
て
き
た
り
し
て
、
外
で
よ
く
遊

び
、
拾
っ
た
石
や
と
っ
た
虫
を
図
鑑
で
調
べ
ま
し
た
。

そ
ん
な
体
験
が
科
学
全
体
に
関
心
を
持
た
せ
、
私

を
未
知
の
宇
宙
へ
と
導
い
て
く
れ
た
の
で
す
。

自
然
が
豊
か
な
信
州
は
、
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
恵
ま

れ
た
環
境
で
す
。
若
者
に
は
無
限
の
可
能

性
が
あ
り
、
や
れ
ば
や
る
だ
け
可
能
性

が
引
き
出
さ
れ
て
、
結
果
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。「
自
分
は
こ
こ
ま
で
し
か
で
き

な
い
」
と
線
を
引
い
て
し
ま
う
こ
と
な
く
、

無
限
の
可
能
性
を
信
じ
て
日
々
努
力
し
て

いっ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

油
井 

亀
美
也 

さ
ん

宇
宙
飛
行
士

発
達
障
が
い
か
ら

▲水中で船外活動の訓練に励む油井さん（写真提供：JAXA/NASA）

あ
と
９
か
月
。
精
いっ
ぱ
い
に

ふ
る
さ
と
の
子
ど
も
た
ち
へ

信
州
の
自
然
は
宇
宙
へ
の
道
し
る
べ

・宇宙航空研究開発機構
 （JAXA）宇宙飛行士
・南佐久郡川上村出身

油
ゆ

井
い

 亀
き

美
み

也
や

さん（44歳）
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■問い合わせ先 : 
　県民文化部次世代サポート課
　■電話 : 026-235-7210

　長野翔和学園
　■電話 : 026-219-1127

自
分
の
得
意
な
こ
と
や
興
味
の
あ
る
こ
と
に
一
心
不
乱
に
打
ち
込
む
若
者
た
ち
―
。こ
こ
は
今
年
の

４
月
に
長
野
市
若
里
に
開
校
し
た「
長
野
翔
和
学
園
」。

発
達
障
が
い
な
ど
で
社
会
で
の
自
立
が
困
難
な
若
者
を
受
け
入
れ
、「
真
の
自
立
」を
目
指
す
た
め
に

全
国
初
の
官
民
連
携
の
学
校
と
し
て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は「『
生
き
て
い
く
気
力
』を

育
て
る
」。発
達
支
援
教
育
の
新
た
な
形
を
作
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
進
ん
で
い
ま
す
。

「『
生
き
て
い
く
気
力
』
を
育
て
る
」
そ
れ

は
「
人
間
関
係
を
結
ぶ
力
」
や
「
ゆ
る
ぎ
な

い
自
尊
心
」
な
ど
自
立
に
必
要
な
力
を
育
て

る
こ
と
。
そ
の
た
め
の
柱
の
ひ
と
つ
が
青
春
時

代
を
謳お

う
か歌

さ
せ
る
こ
と
。

学
園
祭
を
仲
間
と
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

取
り
な
が
ら
自
分
た
ち
の
手
で
創
り
上
げ
て

い
く
。
若
者
に
は
当
た
り
前
の
経
験
が
、「
人

間
関
係
を
結
ぶ
力
」
を
育
む
大
切
な
要
素
。

長
野
翔
和
学
園
で
は
合
宿
や
学
園
祭
な
ど

の
行
事
を
大
切
に
し
、
仲
間
と
話
し
合
い
、

ぶ
つ
か
り
な
が
ら
創
り
上
げ
る
こ
と
を
経
験

さ
せ
、「
人
間
関
係
を
結
ぶ
力
」
を
育
て
て
い

ま
す
。 青

春
時
代
の
経
験
が

人
間
関
係
を
結
ぶ
力
に

長野翔和学園
伊藤 寛晃 学園長

開校から半年、通っている若
者たちが自分をさらけ出すよう
になってきました。それはこの
場所が「自分を出しても大丈夫」
な安心な場所だと思い始めたと
いうこと。長野翔和学園での「教
育」はこれからが本当のスター
トです。
　仲間と関わりながら創り上げ
る。他人からほめられ、必要とさ
れる。そんな経験を「学校」とい
う装置を使ってたっぷり経験さ
せて自信を育む。
　そんな発達支援教育の新し
い形を皆さんと一緒に長野で
創っていきたいと思います。

も
う
ひ
と
つ
の
柱
は
「
ギ
フ
テ
ッ
ド
教
育
」。

苦
手
克
服
の
支
援
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
人
の

得
意
な
こ
と
や
個
性
「
ギ
フ
テ
ッ
ド
」
を
と
こ
と

ん
伸
ば
し
て
い
く
と
い
う
も
の
。
得
意
分
野
で

他
人
に
認
め
ら
れ
、
ほ
め
ら
れ
る
︱
。
そ
の
経

験
は
自
信
や
自
尊
心
を
育
み
「
生
き
て
い
く
気

力
」
を
よ
り
確
か
な
も
の
に
し
て
い
き
ま
す
。

得
意
を
伸
ば
す

「
ギ
フ
テ
ッ
ド
教
育
」

そ
れ
ぞ
れ
の
得
意
な
こ
と
に
と
こ
と
ん
チ
ャ
レ

ン
ジ
さ
せ
、
職
員
が
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。

例
え
ば
音
楽
や
美
術
な
ど
。
そ
し
て
料
理
が
得

意
な
子
に
は
新
し
い
レ
シ
ピ
を
作
れ
る
く
ら
い
に

打
ち
込
ま
せ
る
︱
。
自
信
を
育
て
る
た
め
の
教

育
が
長
野
翔
和
学
園
で
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

※注：ＩＳＳ（International Space Station）
　　 国際宇宙ステーション　　　　　　　　　　
　地上から約400ｋｍ上空に建設された巨大な有人実験
施設。１周約90分というスピードで地球の周りを回りな
がら、実験・研究、地球や天体の観測などを行っている。

（出典・写真提供：JAXA/NASA）

※
発
達
支
援
教
育
の
水
準
向
上
を
め
ざ
し
て

　
県
で
は
県
内
の
発
達
支
援
教
育
の
水
準
向
上
の
た
め
、長
野

翔
和
学
園
と
協
力
し
、そ
の
先
進
的
な
教
育
手
法
や
ノ
ウ
ハ

ウ
を
県
内
の
学
校
に
も
広
め
て
い
き
ま
す
。
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長
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長
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話
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５
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５
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配
布
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
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株
式
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長
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込
広
告
セ
ン
タ
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話
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オープンキッチンを核に
使い方いろいろ。

信州産を
全国・世界へ。

首都圏向け
ビジネスはここから。

● イベントスペース
　最大の特徴はオープンキッチンが
あること！「地元野菜を使ってランチ
ミーティング」、「信州の伝統食を写
真展でＰＲ＆試食会」など、アイデア
次第でさまざまな使い方ができます。

2 0 1 4 . 1 0 . 2 6 ㊐  O P E N

● 旬の信州味わいコーナー
　県が推進する「おいしい信州ふー
ど（風土）」をはじめとした信州の味
覚が楽しめるコーナーです。

● ショップスペース
　厳選された名産品・特産品が勢ぞろい！モノ
だけでなく、商品の「ストーリー」もお届けします。

● コワーキングスペース
　「信州の良さを生かしたビジネスを始めたい！」そ
んな方を専門のコーディネーターがサポートします。

● 移住交流・就職相談コーナー
　Ｕ・Iターン支援、移住、週末の信州暮ら
しや就職相談にワンストップで対応します。● 観光インフォメーションコーナー

　最新の観光情報をタブレット端末やパン
フレットでゆっくりご覧いただけます。

　信州の優れた「ヒト」「コト」「モノ」をトータルで発信する首都圏総合活動拠点「銀座NAGANO～しあわせ信州シェアスペース～」が10月
26日、東京銀座にオープンします。コンセプトは「フェア」ではなく「シェア」、「伝える」だけでなく「つながる」、「観光地」ではなく

「関係地」。オープンに先立ち、各フロアの魅力をちょっとだけご紹介します！
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